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体験回避と非行傾向行為

Ⅰ．問題と目的

　体験回避（experiential avoidance）とは，Acceptance 

& Commitment Therapy（以下，ACT）と呼ばれる第

3 世代の認知行動療法におけるキーコンセプトであり，

様々なメンタルヘルスにおける問題を予測しうる概念と

して近年注目されてきた。体験回避は，ネガティブな感

情や思考，感覚を悪いものである捉え，それを感じない

ようにしたり，排除したり，逃れようとする対処スタ

イルや態度のこととされる（Hayes, Wilson, Gifford, 

Follette, & Strosahl, 1996）。ACT における精神病理の

モデルは「心理的非柔軟性」を想定しており，そこでは

上記の「体験回避」を含みつつ，他にも「価値の混乱」，「行

為の欠如」「認知的フュージョン」「概念としての自己

への執着」「非柔軟な注意の持続」の６つのコアプロセ

スを想定している（Hayes, Barnes-Holmes, & Roche, 

2001）。心理的非柔軟性の対照となる（逆の）概念が

ACT の目指す心理的柔軟性であり，それまでの心理療

法全般と大きく異なり，ストレスや脅威となる刺激その

ものをコントロールしたり，変化をさせたりすることに

よる症状の緩和そのものは狙いとしていない。心理的柔

軟性を高めていくこととは，生きていくために立ちはだ

かる問題や課題に対し，そこから回避することなくより

効果的に反応する力（Harris，2009）を発揮することで，

避けることができない痛みや苦痛は時に受け容れなが

ら，有意義で豊かな人生を切り拓くことにある。つまり，

心理的非柔軟性とは，痛みや苦痛の除外やコントロール

に没頭することで，かえってそれに囚われてしまうこと

や，そこから逃げることに専念するあまり，有意義で豊

かな人生を切り拓くことから離れて行ってしまうことに

ある。心理的非柔軟性の一つのプロセスである「体験の

回避」は，特に様々な行動レパートリーの制限すること

に繋がっていくことが想定され（熊野，2009），それゆえ，

ある個人にとって有意義で大切にしたいと思う生き方が

狭められていってしまうことが問題とされる。ACT は

成人を対象とした心理療法から出発しつつ，近年では児

童から青年期を対象にその臨床や基礎研究の幅を広げて

きた。

　ACT におけるコアプロセスの中で，非常に多くの

研究が蓄積されているのは，上記の体験回避と認知的

フュージョンである。Greco, Lambert & Baer （2008） 

はこの体験回避を測定するために，「自分の考えや気

持ちは，私の人生を台無しにしてしまう」や「自分

の気持ちが怖い」といった項目からなる Avoidance 

and Fusion Questionnaire for youth（AFQ-Y） を 開

発し，その信頼性と妥当性を検討した（日本語版は，

Ishizu, Shimoda, & Ohtsuki, 2014）。これによって，青

年期を対象とした研究も次第に蓄積されつつある。こ

の AFQ-Y を使った研究として，例えば，Venta, A., 

Sharp, C., & Hart, J.（2013）によれば，体験回避はア

レキシサイミアと感情調整の困難さを媒介することが示

され，また，体験回避は抑うつ，不安，境界性パーソ

ナリティ傾向それぞれと正の関係をもつだけではなく，

体験回避を媒介させると抑うつや不安と，境界性パー

ソナリティ傾向との関連がなくなる（Sharp, Kalpakci, 

Mellick, Venta, & Temple, 2015）。また，Venta, Hart, 

& Sharp（2012）によると，体験回避は不安や感情障害

といった内在的な問題だけではなく，問題行動といった

外在化された問題とも関連をもつ。さらに，こうした体

験回避に影響を与える要因として，家族間の葛藤を取り

上げ，そのことによって抑うつが高まることを示した研

究 も あ る（Biglan, Gau, Jones, Hinds, Rusby, Cody, 

& Sprague,　2015）。

　日本人を対象とした思春期から青年期にかけての体験

回避と様々な適応との関連性についてはほとんど研究さ

れていないが，Ishizu, Shimoda, & Ohtsuki （2015）は，
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3 週間の期間の短期縦断的な研究によって，体験回避は

ストレス反応を予測するだけではなく，体験回避から影

響を受けたストレス反応やストレッサーは，また次の回

避につながるという悪循環モデルを見出している。

　このように思春期から青年期においても，体験回避と

メンタルヘルスについての検討は行われてきており，そ

の多くが，抑うつや不安といった心理的問題の発生や維

持に影響を与えていることを示してきた。また，少ない

ながらも問題行動や，それと関連しうる境界例パーソナ

リティ傾向といった外在的問題との関連も指摘されてき

ている。成人を対象とした研究では，望んでいない気分

や対象から逃れるべく，薬物やアルコールといった外

在化された問題との関連は検討されてきたが（例えば，

Kashdan, Barrios, Forsyth, & Steger, 2006），思春期

におけるこうした外在化された問題との関連は非常に少

なく，日本における検討は，現在のところ行われていな

い。

　外在化された問題には反社会的な問題行動や非行をあ

げることができる。文部科学省（2015）の児童生徒の問

題行動等生徒指導上の諸問題に関する調査によると，学

校内外における暴力行為の件数はとくに中学生において

高い割合で推移しており，小学生においては上昇傾向を

示すことも明らかとなっている。もっとも警察庁（2015）

によれば，刑法犯少年は平成 17 年以降，ほぼ一貫して

減少しており，少年全体が反社会化してきているは言え

ないものの，刑法犯少年の再犯者率は上昇している。非

行少年や虞犯少年といった，反社会的な問題行動を行う

者の多くが，大きなストレスを抱えていることが知られ

て久しい。例えば藤野（1996）では，非行直前の少年た

ちは，抑うつや不安，無気力といったストレス反応得点

が高く，非行直後にストレス反応得点が低くなっている。

ここから藤野（1996）は，松本（1990）を参考に，非行

が苦痛を回復させるための対処となっていることを考察

しつつ，非行以外の対処スタイルを提供する必要性を指

摘している。また，望月・伊藤・原田・野田・松本・高柳・

中島・大嶽・田中・辻井（2014）は，攻撃性や抑うつは

非行傾向のリスク要因にもなることを指摘している。こ

うした抑うつや攻撃性といった心理的問題は，環境因か

らも影響を受けており，またそうした環境因は直接的に

も非行に影響を与えうることが示されてきた。例えば，

小保方・無藤（2006）によれば，非行傾向行為には逸脱

した友人関係や学校享受感の低さからも影響を受けるこ

と，藤野（1996）は成育歴が安定しておらず，サポート

の少ない者ほどストレス頻度が高まりやすいこと，また，

そうした者は特に，非行直前になるとストレスが非常に

高まることを示している。家庭環境については古くから

の研究があるが，松村（2002）によれば，葛藤を多く抱

えている家族の子どもの多くは，家庭外に安らげる居場

所を求めるとし，そのことが逸脱した友人関係に結びつ

くことを指摘している。このように，環境因とストレス，

非行を含めた外在化された問題とは，互いに関連しなが

ら影響を与え合っていることが示されてきた。

　本研究では，こうした環境因として，家族における心

理的居場所感，また非行傾向行動を行う者に特徴的なス

トレスの高さに影響を与える要因として体験回避を設定

する。ストレスの大きさが非行少年に広く見られること

を踏まえた場合，体験回避は心理的問題のみならず，問

題行動にも影響を与えている可能性がある。また，ス

トレッサーによっても体験回避は高まるため（Ishizu et 

al., 2015），体験回避や非行は，嫌悪的な状態から離脱

するための一つの回避的な対処スタイルとしても想定す

ることができる。嫌悪的な状況を受け止めることは，あ

る種のネガティブな感情が自分の中に生起していること

を認めることである。それゆえ，そのことに由来する悩

みが個人の中に生じるが，体験回避は苦痛や悩みが生じ

ないように，感情や思考を排除することで，嫌悪的な状

況に直面しないようにする対処である。非行少年は「悩

むことができる心の力」としての「抑うつに耐える能力」

の発達が十分でない（河野，2006）ことも鑑みると，個

人の中に生起しうるネガティブな思考や感情から逃れよ

うとする傾向である体験回避は，「悩みを抱えられない」

という視点からも，非行に影響することが予測される。

さらに，嫌悪的な状況に個人が陥った際の居場所のなさ

は，より不安を喚起し自己制御の在り方に影響を与えう

る要因である。居場所感のなさは不安や抑うつに繋がる

ストレス因としても機能しうること，そうしたストレス

因から回避的に自己を制御するために体験回避や非行傾

向が高まることで，問題行動が生じるという一つのプロ

セスを仮定することができる。

　本研究の目的を簡潔にまとめると，中学生を対象とし，

体験回避と家族における居場所感が非行傾向行為との関

連性を検討することである。具体的には，居場所感が非

行と体験回避に与える影響および，体験回避が非行傾向

に与える影響を検討することとする。

Ⅱ．方法

調査協力者　中部地方の中学校に調査を依頼し，1460

名（男子 699 名，女子 760 名，不明 1 名）のデータを分

析の対象とした。調査協力者の平均年齢は 13.29 歳で，

SD は 1.02 歳であった。

調査時期・手続き　201X 年に質問紙調査を行った。質

問紙は学活の時間に担任よって一斉に配布され，その場

で回収した。

　倫理的配慮として，調査実施前に調査協力者に対して，

調査への回答は強制ではないこと，内容や個人情報は保

護されること，回答はすべてデータ化され分析されるこ

と，回答内容は研究者以外の人が見ることは決してない

事，それゆえ成績等には一切関係がない事を明記し，担

任によって口頭でも説明を行ってもらった。
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調査内容
１）非行傾向行為の経験の有無（11 項目）

　非行傾向行為の項目内容は，小保方・無藤（2005a，

2005b）の非行傾向行為の経験の有無に関する項目と加

藤・大久保（2006）の，問題行動の経験から 6 項目を選

定し，ダミー項目 5 項目を加えて作成した。 “あなたは

次の行動をここ 3 ヵ月のうちにしたことがありますか”

という教示に対し“ある”，“ない”の 2 件法で回答を求

めた。分析には，6 項目のうち，一つでも非行傾向行為

が含まれている場合，非行傾向有として扱った。

２）家族関係における居場所感（20 項目）

　青年版心理的居場所感尺度（則定 , 2007）を使用。各

項目について“あなたがふだん、家族（ふだん一緒に生

活している人）に対して感じていることを教えてくだ

さい”という教示を与え，家族について回答を求めた。

“まったくあてはまらない（1）～ “とてもあてはまる（5）”

の 5 件法で回答を求めた。本研究においても先行研究と

同様に居場所を「役割感」「安心感」「本来感」「被受容感」

の 4 つの因子から捉えることとした。

３）体験回避（8 項目）

　Ishizu et al （2014）による日本語版の Avoidance and 

Fusion Questionnaire を使用した。“自分の考えや気持

ちは、私の人生をダメにする”といった各項目について，

“全くそう思わない（0）”～“とてもそう思う（４）ま

での 5 件法で回答を求めた。AFQ は単因子構造である

ことが確認されており，本研究でも 1 因子として合計得

点を使用した。

Ⅲ．結果

　まず，体験回避と居場所感との関連を検討するため

に，AFQ と居場所感の 4 因子との相関係数を算出した

（Table1）。その結果，AFQ と居場所感の 4 因子との間

には，負の相関が示された（r=-.20 ～ -.22，p<.01）。さ

らに，居場所感の 4 因子を独立変数，AFQ を従属変数

とする重回帰分析を行った（Table2）。その結果，AFQ

に影響を与えていたのは，居場所感における「役割感」

と「安心感」であった（それぞれβ =-.19, β =-.19，

p<.01）。

　そして，居場所感と AFQ の非行に対する影響力を調

べるために，非行の有無を従属変数，性別と年齢（以上，

デモラフィック変数），居場所感の 4 因子，AFQ を独立

変数としたロジスティック回帰分析を行った。なお，こ

こでのロジスティック回帰分析では，階層性を設け，デ

モグラフィック変数をステップ１，居場所感の 4 因子を

ステップ２，最後に AFQ をステップ３とすることで，

それぞれの変数の影響性を判別した。分析の結果，ステッ

プ２における⊿R2 は.09，ステップ３における⊿R2 は.03

であり，どちらも有意に説明率は増加していた（p<.01）。

最終のステップ 3 の結果から，非行の有無に影響を与え

ていた要因としては，年齢（β =-.37，p<.05），被受容

感（β =-.23，p<.01），AFQ（β =.06，p<.05）であっ

た（Table3）。

Ⅳ . 考察

　本研究の目的は，居場所感と体験回避，非行傾向との

関連を検討することであった。まず，居場所感と体験回

避の関連を検討したところ，居場所感と体験回避は関連

性があることが示された。その中では特に，「役割感」

Table1 　変数の記述統計量と相関係数
M SD 1 2 3 4 5

1 役割感 18.53 4.79 ―

2 安心感 20.72 4.54 .78** ―

3 本来感 23.42 5.98 .83** .90** ―

4 被受容感 15.80 3.80 .83** .86** .87** ―

5 AFQ 9.98 6.19 -.23** -.20** -.20** -.20** ―

**p<.01　

Table2 　重回帰分析結果
独立変数／従属変数 AFQ

β VIF

性別  .07** 1.022

年齢 .04 1.023

役割感 -.19** 3.893

安心感 -.19** 5.882

本来感        .03 6.800

被受容感        .03 4.983

 R 2 .10

F 33.66**

   自由度 4

**p<.01　

Table3   非行傾向に影響を与える要因
　　　　（階層的ロジスティック回帰分析）

β R2 ⊿ R2 OR VIF

ステップ１ .06 .06

性別 .44 1.55 1.02

年齢 .37* 1.45 1.02

ステップ２ .15 .09**

役割感 .04 1.04 3.98

安心感 -.03 0.96 6.08

本来感 .07 1.07 7.25

被受容感 -.23** .79 5.94

ステップ３ .18 .03**

AFQ .06* 1.06 1.06

**p<.01 *p<.05
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と「安心感」が体験回避を低めるように作用することも

示された。石本（2010）によると，「関心をもたれている」

や「役割がある」といった自己有用感としての家族内の

居場所感は，女子中学生においては自己受容に，男子中

学生には充実感といった心理的適応に影響を与えている

ことが示されている。こうした家族内における役割感は，

本研究結果からは，体験の回避を低減させる効果をもっ

ていたことから，こうした居場所感はストレスの悪影響

を緩衝させる要因として捉えることができる。居場所感

については，冒頭にも示したように，家族に居場所感を

感じることができないものほど，非行化することで外に

居場所を求めるという松村（2002）の指摘を改めて確認

できたと考えられる。家族の中での居場所感は様々な要

因から影響を受けると考えられる。一般的に，子ども自

身は自らの力で家族の在り方や家族内力動をコントロー

ルすることは難しい。実際に市村（2002）も例示してい

るように，夫婦間の葛藤は子どもの非行に影響を与えう

る代表的な要因と考えられる。また，このことを非行傾

向の子どもの抑うつ得点は高さに関連させれば，川島・

眞榮城・菅原・酒井・伊藤（2008）が示すように，夫婦

間葛藤は，子ども自身がそれに巻き込まれているという

感覚や，両親との情緒的な結びつきを介し，抑うつに影

響を与える。菅原・八木下・詫摩・小泉・瀬地山・菅原・

北村（2002）もまた，子どもの抑うつに影響を与える要

因を検討しているが，それによると，父母の養育態度（暖

かさ）よりも家族機能の良好さが抑うつにより影響を与

える要因であることが示されている。子ども自身が，抑

うつ状態から抜け出すには，夫婦間の葛藤から巻き込ま

れない必要があり，そのためにはよい子を演じたり，過

剰適応したり，非行化したりすると推察できるだろう。

また，Biglan et al （2015） が示すように，夫婦間葛藤は

体験回避も高めるよう作用する。夫婦間葛藤が居場所感

にも体験回避にも，さらにそれらは抑うつにもつながる

ことを鑑みると，家族内葛藤からは抑うつに陥ることを

避けるべく，非行傾向の子どもたちは非行化していると

いう流れを想定することもできるだろう。

　本研究では，最後に階層的ロジスティック回帰分析を

行い，非行傾向（ある／なし）への，居場所感と体験回

避の影響性も検討した。その結果，直接的に，非行傾向

に影響を与える要因としては，本研究からは居場所感の

中でも「被受容感」と体験回避が挙げられた。ここでの

被受容感には，無条件に愛されている・受け入れられて

いる感覚を含み，条件付きではない愛情という意味では，

非統制的な関係性も含むと考えられる。内海（2013）は，

青年期の養育態度を改めて概観しつつ，あらたな尺度を

作成しているが，そのうち本研究における「被受容感」

に近い概念である「受容」や「心理的統制」と，子ども

の行動について検討している。それによると受容は仲間

関係や多動，向社会性に影響を与え，心理的統制はそれ

らに加え，リスク行動（喫煙経験）を高めるように作用

することが示されている。心理的統制には「期待に背く

と私を見ない」や「親の気持ちを悪くさせると，また親

を喜ばせるまでは私に話しかけなくなる」といった，高

い統制性（支配性）を含んでおり，そこでの親子の愛情

関係は無条件ではなく，条件付きと言える。本研究から

も，無条件に受け入れられているという感覚のなさが，

非行傾向に直接影響を与えており，統制から逃れるべく，

非行化する子ども像が垣間見えると言えよう。また，こ

うした受容の低さや統制性の高さは抑うつ傾向にも影響

をあえていたことから，非行と抑うつの関連については，

ここでも示唆されたと言える。

　抑うつと関連性が示されてきた体験回避も，弱い影響

力ではあったが非行傾向を説明する要因として示され

た。抑うつと体験回避について長期的な関連性を示し

た研究（Berking, Neasiu, Comtois, & Linehan, 2009）

によれば，体験回避の減少に伴い抑うつの減少もみられ

ることが示されている。本研究では確かに体験回避は非

行傾向に影響を与えていたものの，その影響は弱かった

ことを考えると，抑うつなどの内在的ないし心理的問題

を要因に加えた場合，体験回避の直接的な影響力がどの

ようになるのかを改めて検討する必要があるだろう。一

方で，内在化された問題と外在化された問題は，「心理

的問題」と「問題行動（反社会的行動）」として区別さ

れること多いが，本研究結果を踏まえた場合，必ずしも

それらは別の問題ではなく，互いに関連し合っている場

合があることも示されたと言えるだろう。

　以上から，抑うつと非行の関連性における，体験回

避と居場所感の位置づけが推察されるが，非行におい

ては「抑うつに耐える能力」という視点も加味されて

考えられる必要がある。確かに，特に女子においては抑

うつの上昇が非行傾向の増加に影響を与える（Kofler, 

McCart, Zajac, Ruggiero, Saunders, & Kilpatrick, 

2011）ように，抑うつは非行のリスクになり得るが，実

感としてあるように，非行傾向の者には罪悪感とセルフ

コントロールの欠如の希薄化も見られる。河野（2006）

は，自分の行動を振り返り，反省したり悩んだりするこ

とで罪悪感もつことは，人をある種の抑うつ状態に陥ら

せるが，抑うつに陥ることを過度に避けようとする心性

は，そのまま罪悪感や思いやり，自らの行動を振り返る

という意味を含めてのセルフコントロールを低下させる

可能性を示唆している。家族内葛藤など，様々な要因に

よって抑うつに陥った子どもたちは，何らかの形でその

抑うつに対処すると考えられる。一方で，抑うつを過度

に回避するような心性は「抑うつに耐える能力」の低下

を招き，共感性や罪悪感をも低下させることで非行化に

つながるケースがあると考えられる。近藤・岡本・白井・

栃尾・河野・柏尾・小玉（2008）によれば，抑うつに耐

える能力は「孤独に耐える力」「不安に向き合う力」「強

がらずに自己開示する態度」の 3 因子から構成され，サ

ポートネットワークとも関連することが示されている。
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体験回避と非行傾向行為

本研究で測定した体験回避は，ネガティブな感情を含め

た悩みを抱えることからの回避を含み，また，居場所は

一種のサポートネットワークと捉えることができる。河

野（2006）は，罪悪感を実感するためには自己がそれに

対処できるくらいに発達している必要があるとしている

ことから，自己の発達を無視し，体験回避や悩みを抱え

る力を伸ばすことは難しいと推察できる。

　本研究結果から，上記の考察を得ることができるが，

その一方で，本研究には以下の課題も存在している。ま

ず，重回帰分析とロジスティック回帰分析をそれぞれ

行っており，居場所感が AFQ に影響を与えうること，

AFQ は居場所感を統制しても非行に影響を与えていた

が，AFQ が居場所感と非行傾向とを緩衝するのか否か

といった点は検討できておらず，今後は，より統合的な

モデルについて検討していく必要がある。また，本研究

は環境因と体験回避といった個人的特性のみから子ども

たちの非行傾向を検討している。非行に大きく関連する

と思われる反社会行動を表面化させる人格障害の一つに

サイコパシー傾向がある。このサイコパシー傾向は「一

次性サイコパシー」と「二次性サイコパシー」の 2 つ

の側面から大別されている（大隅・金山・杉浦・大平，

2007）。一次性には共感性や他者操作と言った側面が，

二次性には衝動性の制御の弱さ，非行経験などが含まれ

る。杉浦・佐藤（2005）によれば，日本語版作成のプロ

セスで，一次性はさらに利己性と冷酷性に分かれること

を示している。本研究では，こうした一次性サイコパシー

に見られるような冷淡さや利己性といった情動障害や他

者操作性については扱っておらず，これらと関連する他

者の苦痛に対する自律神経系の反応といったデータを含

めた検討が必要になってくると考えらえられる。

　本研究結果から，居場所感と体験回避とは互いに関連

すること，またそれらは非行傾向に影響を与えることが

示された。居場所や自己が発達する場所が確保されるこ

とで，悩みやネガティブな思考を個人に留める力が身に

付き，そのことがまたサポートネットワーク等に繋がる

という循環が心理的援助の基本的な方針となると考えら

れる。さらに，そのことが ACT の目指す，生きていく

上で出会う困難や課題に効果的に反応し，有意義で意味

のある人生を送っていくことに繋がるのだと考えられ

る。
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